
（参 考） 

平成１８年度における環境省の契約実績について 

 

  環境省においては、随意契約によることが真にやむを得ないものを除き、

競争入札や企画競争等の競争性のある契約方式に改めるとの方針の下、平

成１８年６月に、平成１７年度に締結した随意契約について点検・見直し

を行いました。 

  このたび、平成１８年度において環境省（地方環境事務所等を含む。）が

締結した契約の実績をまとめました。 

  平成１８年度は、こうした契約の見直しの取組途上ではありましたが、 

①競争性のある契約方式（競争入札、企画競争）の全契約に占める割合は、

件数ベースで５８％、金額ベースで５６％に増加するとともに、 

②競争性のない随意契約だけを見ても、平成１７年度に比べ、件数ベース

で約４割（７７％（１７年度）→４２％（１８年度））、金額ベースで約２割  

（６０％（１７年度）→４４％（１８年度））それぞれ縮小しました。 

 

     【平成１７年度】          【平成１８年度】 

  件数 金額(億円)  

 

 

 

件数 金額(億円) 

競争入札 

 

２４１ 

（１２％） 

４９

（１３％）

７２０

（３５％）

８９

（２３％）

企画競争・公

募 

２２０ 

（１１％） 

１００

（２７％）

４６５

（２３％）

１３０

（３３％）

競争性のない 

随意契約 

１，５３３ 

（７７％） 

２２３

（６０％）

８７６

（４２％）

１７３

（４４％）

計 １，９９４ 

（１００％） 

３７１

（１００％）

２，０６１

（１００％）

３９２

（１００％）

※平成１７年度、１８年度に環境省（地方環境事務所等を含む。）が締結した契約金額１０

０万円以上の全契約を対象。 

※「競争性のない随意契約」には、いわゆる不落・不調随契を含む。なお、不落・不調随

意契約の契約件数及び金額は、３８件で総額約４億円。 

 



    平成１７年度              平成１８年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

371億円（1,994件） 392億円（2,061件） 

金額 

▲50億円減 

（22%減） 

件数 

▲657件減 

 （43%減） 

全体の 

60%（金額）

77%（件数）

全体の 

44%（金額）

42%（件数）

 

 

 

競争性のない随意契約 

223億円 

（1,533件） 

競争入札 49億円（241件） 

企画競争・公募 

100億円（220件） 

 

企画競争・公募 

130億円（465件） 

 

競争性のない随意契約 

173億円 

（876件） 

競争入札 

89億円（720件） 


